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は
じ
め
に

　

主
に
科
学
史
的
視
座
か
ら
進
め
ら
れ
て
き
た
志
筑
忠
雄
（
姓
中

野
、
通
称
忠
次
郎
、
名
盈
長
、
号
柳
圃
、
一
七
六
〇
〜
一
八
〇
六
）

研
究
は
、
近
年
新
た
な
段
階
に
入
り
、
そ
の
オ
ラ
ン
ダ
語
理
解
や

和
訳
の
精
度

1

、
あ
る
い
は
生
活
背
景
で
あ
る
実
家
・
中
野
家
の

所
在
と
間
取
り
、
さ
ら
に
は
同
家
の
長
崎
で
の
社
会
的
位
置
ま
で

究
明
さ
れ
た

2

。
し
か
し
な
が
ら
、
依
然
と
し
て
志
筑
を
め
ぐ
る

謎
は
少
な
か
ら
ず
残
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
一
つ
は
、志
筑
忠
雄
の
阿
蘭
陀
稽
古
通
詞
を
辞
し
た
時
期
で
、

退
役
の
理
由
も
定
か
で
は
な
い
。

　

い
ま
一
つ
は
、
西
洋
人
や
西
洋
の
学
問
に
対
し
て
侮
蔑
や
批
判
的

な
表
現
を
示
す
一
方
で
敬
意
や
尊
重
の
念
を
抱
い
て
い
る
様
子
が
見

ら
れ
た
り
、
さ
ら
に
は
通
詞
を
退
役
し
て
お
き
な
が
ら
晩
年
に
仕
官

を
希
求
す
る
心
境
が
見
ら
れ
た
り
す
る
な
ど
、
一
見
整
合
性
が
取
れ

て
い
な
い
よ
う
な
一
連
の
言
行
を
い
か
に
理
解
す
る
べ
き
か
と
い
う

志
筑
忠
雄
の
通
詞
退
役
と
仕
官
活
動

大　

島　

明　

秀

問
題
で
あ
る
。

　

以
上
を
解
明
す
べ
く
、
本
稿
は
、
志
筑
忠
雄
が
稽
古
通
詞
を
辞
職

し
た
年
時
の
特
定
を
中
心
的
課
題
と
し
つ
つ
、
退
役
に
至
る
諸
問
題

を
整
理
検
討
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
行
動
原
理
を
朱
子
学
的
発
想
か

ら
理
解
す
る
こ
と
を
提
起
す
る
。

　
一
、
稽
古
通
詞
の
退
役

　（
一
）
通
詞
退
役
の
年
時

　

志
筑
忠
雄
は
、
三
井
越
後
屋
の
長
崎
で
の
落
札
商
人
で
あ
っ
た
三

代
中
野
用
助
の
五
男
忠
次
郎
と
し
て
生
を
享
け
た
。
三
代
中
野
用
助

は
、
中
野
家
の
経
営
戦
略
か
ら
、
貿
易
関
係
情
報
の
入
手
の
た
め
に

地
役
人
株
を
購
入
し
、
成
長
し
た
三
男
・
伊
三
太
を
薬
種
目
利
に
、

そ
し
て
忠
次
郎
を
阿
蘭
陀
通
詞
に
就
け
た
と
見
ら
れ
る

3

。

　

忠
次
郎
が
志
筑
家
に
養
子
に
入
り
、
同
家
八
代
と
し
て
稽
古
通
詞
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と
な
っ
た
時
期
に
つ
い
て
、
長
崎
の
郷
土
史
家
渡
辺
庫
輔
は
、「
己

酉
龍
太
書
上
由
緒
書
」4

に
基
づ
い
て
「
安
永
五
申
年
、
養
父
﹇
＝

志
筑
孫
次
郎
﹈
跡
職
被
仰
付
、
稽
古
通
詞
罷
成
、
仝
六
酉
年
病
身
罷

成
候
ニ
付
、
御
暇
奉
願
、
文
化
三
寅
年
七
月
九
日
病
死
仕
候

5

」
と

い
う
記
述
を
翻
刻
し
て
い
る
。
当
該
翻
刻
史
料
に
よ
っ
て
、忠
次
郎
、

す
な
わ
ち
志
筑
忠
雄
は
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
一
七
歳
に
て
稽
古

通
詞
に
就
任
、翌
年
に
辞
職
し
た
も
の
と
長
ら
く
考
え
ら
れ
て
き
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
近
年
、
新
史
料
が
発
掘
さ
れ
、
相
次
い
で
右
の
退
役

年
に
疑
問
が
呈
さ
れ
た
。
そ
の
第
一
は
、
原
田
博
二
の
発
見
で
、
天

明
二
年
（
一
七
八
二
）
の
内
容
と
推
定
さ
れ
る
「
地
役
人
分
限
帳
」

に
「
志
筑
忠
次
郎
」
の
名
が
見
え
る
こ
と
を
根
拠
に
、
少
な
く
と
も

同
年
ま
で
通
詞
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た

6

。

　

そ
れ
で
は
同
年
に
忠
次
郎
（
志
筑
忠
雄
）
が
編
ん
だ
「
天
文
管
闚
」

（
一
七
八
二
年
八
月
序
）
の
序
文
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。

然
ル
ニ
不
二
モ
思
ハ

一
一
旦
得
レ
病
ヲ
蟄-

居
既
ニ
經
レ
年
、
支-
体
猶

ヲ
未
タ

レ
平
ラ
カ
焉
。
毎
ニ
懐
ツ
テ

三
身
無
シ
テ

ニ
寸-

分
之
ノ
功
一
空
ク
辱

ム
ル
コ
ト
ヲ

ニ
公
禄
之
重
ヲ

一
而
不
レ
暇
ラ

ニ
太
息
ニ

一
。
是
故
ニ
保-

養
之

ノ
暇
ニ
則
チ
必
ス
訳
シ

二
紅-

毛
之
ノ
語
ヲ

一
、
聊
カ
以
テ
解
ス

二
憤
悶
ヲ

一

也
（
＝
然
る
に
思
は
ず
に
一
旦
病
を
得
て
蟄
居
既
に
年
を
経
る

も
、
支
体
猶
を
未
だ
平
ら
か
な
ら
ざ
る
が
ご
と
し
。
毎つ
ね

に
身
に

寸
分
の
功
無
き
を
懐お

も

い
、
空
し
く
公
禄
の
重
を
辱
む
る
こ
と
、

太
息
に
暇い
と
まあ
ら
ず
。
是
故
に
保
養
の
暇
あ
れ
ば
則
ち
必
ず
紅
毛

の
語
を
訳
し
、
聊
か
以
て
憤
悶
を
解
く
な
り
）7

　

思
い
が
け
な
く
罹
病
し
、
そ
れ
が
原
因
で
体
が
思
う
よ
う
に
な
ら

ず
、
数
年
間
蟄
居
の
身
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

療
養
の
時
間
が
あ
れ
ば
必
ず
蘭
書
翻
訳
を
し
、
し
か
も
こ
の
行
為
に

よ
っ
て
「
憤
悶
を
解
」
い
て
い
た
と
い
う
。

　

右
の
発
言
か
ら
、
吉
田
忠
は
、
由
緒
書
の
記
述
と
原
田
の
議
論
を

踏
ま
え
た
上
で
、「
蟄
居
」
と
い
う
言
葉
か
ら
安
永
六
年
に
志
筑
忠

雄
は
「
病
身
」
か
ら
辞
職
願
を
出
し
た
も
の
の
「
預
か
り
」
扱
い
と

な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
し
、
さ
ら
に
体
調
の
回
復
が
お

も
わ
し
く
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、「
公
禄
の
重
を
辱
む
る
こ
と
」

へ
の
恥
辱
に
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、
翻
訳
・
研
究
へ

の
没
頭
を
決
意
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
な
ど
を
推
測
し
、
天
明
二
年
に

完
全
に
辞
職
し
た
と
す
る
見
解
を
示
し
た

8

。

　

右
の
原
田
・
吉
田
説
を
覆
す
可
能
性
を
秘
め
た
第
二
の
発
見
は
、

「
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
日
記
」
に
基
づ
い
た
イ
サ
ベ
ル
・
田
中
・
フ
ァ
ン
・

ダ
ー
レ
ン
に
よ
る
指
摘
で
あ
る
。
忠
次
郎（
志
筑
忠
雄
）の
跡
を
襲
っ

た
次
三
郎
は
、
こ
れ
ま
で
安
永
六
年
に
通
詞
に
就
任
し
た
と
考
え
ら

れ
て
い
た
が
、
同
氏
は
、
天
明
六
年
五
月
二
八
日
（
西
暦
一
七
八
六

年
六
月
二
四
日
）
に
、
次
三
郎
が
商
館
長
へ
稽
古
通
詞
と
な
っ
た
こ

と
を
報
告
に
参
上
し
た
と
す
る
記
述
を
拾
い
上
げ
、
そ
こ
か
ら
、
そ
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の
時
点
ま
で
忠
次
郎
（
志
筑
忠
雄
）
が
通
詞
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い

た
可
能
性
を
示
唆
し
た

9

。

　

こ
れ
ら
の
発
表
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、「
己
酉
龍

太
書
上
由
緒
書
」
の
怪
し
さ
と
も
言
え
よ
う
。
な
お
、
必
ず
史
料
の

写
し
を
作
る
渡
辺
庫
輔
の
旧
蔵
書
（
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
蔵
渡
辺

文
庫
）
に
「
己
酉
龍
太
書
上
由
緒
書
」
の
原
本
や
転
写
本
が
存
在
せ

ず
、
さ
ら
に
全
体
の
内
容
が
「
長
崎
通
詞
由
緒
書
」10
と
ほ
ぼ
一
致

す
る
こ
と
か
ら
、「
己
酉
龍
太
書
上
由
緒
書
」
の
志
筑
氏
由
緒
書
部

分
は
、
志
筑
龍
太
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
と
渡
辺
庫
輔
が
推
定
し
、
か

よ
う
な
題
を
付
し
て
著
作
『
阿
蘭
陀
通
詞
志
筑
氏
事
略
』
に
引
用
し

た
可
能
性
が
高
い
11

。
い
ず
れ
に
せ
よ
、「
己
酉
龍
太
書
上
由
緒
書
」

（「
長
崎
通
詞
由
緒
書
」）
の
記
載
は
疑
っ
て
か
か
る
べ
き
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
「
天
明
乙
巳
﹇
＝
五
年
﹈
三
月
望
日
﹇
＝
十
五
日
﹈　

肥

崎
陽
晩
生
志
筑
盈
長
叙
」
と
の
年
紀
・
署
名
が
認
め
ら
れ
る
「
鈎
股

新
編
」（
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
蔵
）
に
着
目
す
る
。
本
書
は
上
巻

し
か
現
存
し
て
い
な
い
が
、
そ
の
序
、
題
言
な
ら
び
に
上
巻
の
内
容

か
ら
、
ジ
ョ
ン
・
キ
ー
ル
『
天
文
学
・
物
理
学
入
門
』
蘭
語
版
12

を

底
本
と
し
て
平
面
三
角
法
を
訳
し
た
一
書
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て

い
る
13

。
そ
の
盈
長
の
名
を
用
い
た
志
筑
自
序
に
次
の
よ
う
な
興
味

深
い
一
文
が
認
め
ら
れ
る
。

今
猥
侍
紅
毛
訳
司
之
後
、
是
以
得
略
通
彼
数
書
之
旨
也
（
＝
今

猥
り
に
紅
毛
訳
司
の
後う
し
ろに
侍
し
、
是
を
以
て
彼
の
数
書
の
旨
を

略ほ
ぼ

通
じ
得
る
な
り
）14

　
「
猥
」
は
自
己
を
謙
遜
す
る
言
葉
で
、「
後
」
と
は
下
級
の
位
、「
侍
」

は
仕
え
る
こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
か
ら
、
現
代
語
訳
す
る
と
、「
今

い
か
が
わ
し
く
も
阿
蘭
陀
通
詞
の
下
役
と
し
て
仕
え
て
お
り
、
そ
う

い
う
わ
け
で
キ
ー
ル
の
数
学
書
の
内
容
を
お
お
よ
そ
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
た
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
一
文
は
、

「
今
」、
す
な
わ
ち
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
三
月
一
五
日
時
点
で
忠

次
郎
（
志
筑
忠
雄
）
が
稽
古
通
詞
で
あ
っ
た
こ
と
の
証
言
な
の
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
忠
次
郎
（
志
筑
忠
雄
）
に
と
っ
て
通
詞
社
会
に
い
る

こ
と
に
旨
み
が
あ
っ
た
こ
と
も
分
か
り
、
ま
た
、「
天
文
管
闚
」
に

見
ら
れ
た
屈
辱
感
に
満
ち
た
自
虐
的
な
発
言
が
確
認
で
き
な
い
こ
と

か
ら
、こ
の
頃
ま
で
に
志
筑
が
現
場
復
帰
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

続
い
て
、
天
明
五
年
一
一
月
一
五
日
か
ら
翌
年
三
月
二
六
日
ま
で

長
崎
に
遊
学
し
た
大
槻
玄
沢
（
一
七
五
七
〜
一
八
二
七
）
の
文
章
に

目
を
移
そ
う
。
玄
沢
は
滞
留
中
の
日
録
や
見
聞
を
「
瓊
浦
紀
行
」
お

よ
び
「
寄
崎
次
第
」
に
記
し
て
い
る
。
た
だ
し
、「
瓊
浦
紀
行
」
が

日
記
で
あ
る
の
に
対
し
、
随
筆
「
寄
崎
次
第
」
は
、
書
中
に
玄
沢
江

戸
帰
府
後
の
天
明
七
年
に
稽
古
通
詞
と
な
っ
た
小
川
猪
之
助
の
名
が

見
え
る
こ
と
か
ら
、
長
崎
で
得
た
情
報
に
新
た
な
情
報
を
加
え
更
新

し
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
こ
と
に
は
留
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
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さ
て
、
玄
沢
は
阿
蘭
陀
通
詞
の
名
簿
を
「
寄
崎
次
第
」
に
掲
載
し

て
お
り
、
そ
こ
に
は
阿
蘭
陀
通
詞
目
付
、
大
通
詞
、
小
通
詞
、
小
通

詞
助
、
小
通
詞
並
、
小
通
詞
末
席
、
小
通
詞
末
席
見
習
に
次
い
で
稽

古
通
詞
二
五
人
の
名
が
記
載
さ
れ
、
そ
の
中
に
「
志
筑
忠
次
郎
」
の

名
は
見
当
た
ら
ず
、「
志
筑
次
三
郎
」
の
み
認
め
ら
れ
る
。
稽
古
通

詞
二
五
名
は
就
任
の
早
い
順
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

以
下
、
次
三
郎
の
就
任
時
期
を
絞
り
込
む
た
め
に
、
前
後
の
人
名
を

記
し
、
そ
の
就
任
年
を
山
括
弧
で
補
っ
て
示
す
。

稽
古
通
詞
﹇
…
﹈
森
山
儀
助
〈
天
明
四
年
〉、
志
筑
次
三
郎
、

品
川
友
三
郎
〈
不
明
〉、松
村
武
十
郎
〈
不
明
〉、西
吉
太
郎
〈
天

明
六
年
〉、
小
川
猪
之
助
〈
天
明
七
年
〉﹇
…
﹈15

　
「
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
日
記
」
を
繙
く
と
、
稽
古
通
詞
と
し
て
の
森

山
儀
助
の
初
出
は
天
明
四
年
九
月
二
三
日
（
西
暦
一
七
八
四
年
一
一

月
五
日
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
よ
り
少
し
前
に
就
任
し
て
い
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
次
三
郎
の
就
任
時
期
は
、
儀
助
と
天
明
六
年
に

稽
古
通
詞
に
就
い
た
西
吉
太
郎
の
間
、
す
な
わ
ち
天
明
四
年
九
月
頃

か
ら
同
六
年
に
絞
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
特
に
理
由
が
な
い
限
り
、
稽

古
通
詞
に
就
任
し
て
か
ら
報
告
に
参
上
す
る
ま
で
半
年
以
上
も
の
時

間
が
空
く
の
は
不
自
然
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

天
明
六
年
五
月
二
八
日
当
時
の
商
館
長
は
ヨ
ハ
ン
・
フ
レ
デ
リ
ッ

ク
・
フ
ァ
ン
・
レ
ー
デ
・
ト
ッ
ト
・
デ
・
パ
ル
ケ
レ
ー
ル
（Johan 

Frederik van R
eede tot de Parkelaar

）
で
、
前
年
の
一
〇
月
二
一

日
か
ら
翌
天
明
六
年
一
〇
月
三
〇
日
（
西
暦
一
七
八
五
年
一
一
月

二
二
日
〜
一
七
八
六
年
一
一
月
二
〇
日
）
ま
で
在
職
し
て
い
た
。
次

三
郎
が
天
明
五
年
一
〇
月
二
一
日
以
前
に
稽
古
通
詞
に
就
任
し
て
い

た
と
す
る
と
、前
商
館
長
に
新
任
の
報
告
を
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、

パ
ル
ケ
レ
ー
ル
に
行
う
必
要
は
な
い
。
他
方
、
一
〇
月
二
一
日
以
降

の
年
内
就
任
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
商
館
長
は
正
月
か
ら
江
戸
参
府
に

出
発
し
て
長
期
不
在
と
な
る
た
め
、
直
ち
に
パ
ル
ケ
レ
ー
ル
に
報
告

し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
う
な
る
と
、や
は
り
次
三
郎
は
天
明
六
年
、

参
府
で
商
館
長
不
在
の
間
に
通
詞
に
就
任
し
、
五
月
の
長
崎
帰
着
を

待
っ
て
報
告
に
参
上
し
た
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、こ
こ
ま
で
の
考
察
を
踏
ま
え
て
忠
次
郎
（
志
筑
忠
雄
）

の
退
役
お
よ
び
次
三
郎
の
就
任
を
整
理
す
る
と
、
次
の
二
つ
の
可
能

性
に
絞
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
Ａ
） 

天
明
五
年
三
月
一
五
日
以
降
、
同
年
内
に
忠
次
郎
退
役
、

翌
六
年
に
次
三
郎
就
任
。

（
Ｂ
）
天
明
六
年
に
忠
次
郎
退
役
、
同
年
に
次
三
郎
就
任
。

　

改
め
て
前
に
掲
げ
た
「
己
酉
龍
太
書
上
由
緒
書
」（「
長
崎
通
詞
由

緒
書
」）
の
文
言
を
検
討
す
る
と
、
辞
職
年
時
を
示
す
「
仝
六
酉
年
」
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が
誤
っ
て
い
る
こ
と
は
既
に
見
た
通
り
で
あ
る
が
、
内
容
で
は
な
く

史
料
の
「
記
載
」
が
誤
っ
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
同
史
料

に
お
い
て
九
代
次
三
郎
の
稽
古
通
詞
就
任
年
時
は
「
安
永
六
酉
年
、

養
父
﹇
＝
志
筑
忠
次
郎
﹈
跡
職
被
仰
付
、稽
古
通
詞
罷
成
16

」
と
あ
り
、

明
ら
か
に
時
期
を
誤
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
先
代
忠
次
郎（
志
筑
忠
雄
）

の
記
載
と
辻
褄
を
合
わ
せ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ

ち
、
次
三
郎
の
就
任
が
天
明
六
年
と
な
れ
ば
、
忠
次
郎
（
志
筑
忠
雄
）

の
辞
職
年
時
を
記
し
た
「
仝
﹇
＝
安
永
﹈
六
酉
年
病
身
罷
成
候
ニ
付
、

御
暇
奉
願
」
の
「
仝
」
は
、
史
料
作
成
時
か
転
写
時
の
ど
こ
か
の
段

階
で
誤
っ
て
伝
わ
っ
た
も
の
で
、
本
来
は
「
安
永
」
で
は
な
く
、「
天

明
」
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

と
こ
ろ
で
、「
瓊
浦
紀
行
」
に
よ
れ
ば
、
大
槻
玄
沢
は
長
崎
滞
在

中
に
忠
次
郎
（
志
筑
忠
雄
）
と
四
度
接
見
し
て
い
る
が
（
天
明
六
年

一
月
一
二
日
、
二
月
二
日
、
二
月
一
五
日
、
三
月
九
日
）17
、
い
ず

れ
も
「
中
野
」
で
は
な
く
「
志
筑
忠
二
（
郎
）」
と
、「
志
筑
」
姓
で

そ
の
名
を
記
し
て
い
る
。
一
方
で
、前
述
し
た
よ
う
に
、「
寄
崎
次
第
」

に
掲
載
さ
れ
る
稽
古
通
詞
の
名
簿
に
は
、
忠
次
郎
（
志
筑
忠
雄
）
の

名
は
な
く
、
次
三
郎
の
名
の
み
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
地
役
人
株

の
存
在
を
考
え
る
と
、
両
名
が
同
時
期
に
「
志
筑
」
姓
を
も
っ
て
並

立
す
る
よ
う
な
事
態
は
あ
り
え
な
い
。
た
だ
し
、前
述
し
た
よ
う
に
、

「
寄
崎
次
第
」
は
江
戸
帰
府
後
に
新
し
い
情
報
を
交
え
て
作
成
さ
れ

た
と
見
ら
れ
る
た
め
、「
瓊
浦
紀
行
」
と
噛
み
合
わ
な
い
記
載
が
あ
っ

て
も
特
に
不
思
議
で
は
な
い
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、玄
沢
は
後
年
「
蘭
訳
梯
航
」（
一
八
一
六
成
）
で
、

忠
次
郎
（
志
筑
忠
雄
）
と
の
交
遊
を
回
想
し
て
い
る
が
、
初
め
て

接
見
し
た
く
だ
り
は
「
天
明
五
六
年
ノ
際
、
彼
地
ニ
遊
ビ
シ
頃
、
彼

人
偶
々
翁
ガ
寓
居
﹇
＝
本
木
良
永
宅
﹈
ヲ
訪
ヒ
、
翁
モ
亦
彼
家
ニ
到

リ
18

」
と
記
し
て
い
る
。
当
該
記
述
を
信
用
す
る
な
ら
ば
、
最
初
は

忠
次
郎
（
志
筑
忠
雄
）
側
が
出
入
り
し
、「
偶
々
」
天
明
六
年
一
月

一
二
日
以
前
に
出
会
っ
た
こ
と
に
な
る
。
仮
に
忠
次
郎（
志
筑
忠
雄
）

が
既
に
「
病
身
」
で
無
職
と
な
っ
て
い
た
場
合
、
阿
蘭
陀
小
通
詞
助

で
あ
っ
た
本
木
良
永
の
居
宅
に
「
偶
々
」
訪
問
す
る
よ
う
な
軽
率
な

行
動
は
慎
ん
だ
で
あ
ろ
う
し
、
良
永
宅
で
「
志
筑
」
姓
を
名
乗
る
こ

と
も
控
え
た
で
あ
ろ
う
。

　

こ
こ
で
忠
次
郎
（
志
筑
忠
雄
）
の
研
究
活
動
に
注
目
し
て
み
る
と
、

天
明
二
年
八
月
か
ら
同
五
年
ま
で
は
毎
年
精
力
的
に
一
点
か
二
点
の

訳
書
を
仕
上
げ
る
よ
う
な
体
調
に
回
復
し
た
。前
に
示
し
た
よ
う
に
、

「
鈎
股
新
編
」
序
で
、
自
身
が
阿
蘭
陀
通
詞
の
下
役
と
し
て
勤
め
て

い
る
こ
と
を
証
言
し
て
お
り
、
少
な
く
と
も
天
明
五
年
三
月
一
五
日

時
点
で
稽
古
通
詞
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
ま
た
、「
鈎
股

新
編
」
序
に
は
「
天
文
管
闚
」
序
で
見
せ
た
よ
う
な
屈
辱
感
に
満
ち

た
自
虐
的
な
発
言
は
認
め
ら
れ
ず
、
さ
ら
に
翌
年
春
に
大
槻
玄
沢
と

数
度
接
見
し
て
い
る
様
子
か
ら
し
て
も
、
忠
次
郎
（
志
筑
忠
雄
）
は

現
場
復
帰
も
果
た
し
て
い
た
も
の
と
目
さ
れ
る
。
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一
方
、天
明
六
年（
一
七
八
六
）か
ら
は
一
転
し
て
動
き
が
止
ま
り
、

寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
一
二
月
に
「
混
沌
分
判
図
説
」
と
い
う
ご

く
小
さ
な
論
考
を
著
す
ま
で
、実
に
約
八
年
間
、「
火
器
発
法
伝
」（
天

明
七
年
四
月
）
と
い
う
短
編
を
除
け
ば
、
訳
書
・
著
作
の
完
成
を
見

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
背
景
に
天
明
五
年
冬
か
翌
六
年
春
頃
か

ら
病
状
が
悪
化
し
だ
し
た
こ
と
を
想
定
す
る
と
、
退
役
理
由
が
「
病

身
」
で
あ
る
こ
と
に
も
筋
が
通
る
。
加
え
て
、
中
野
家
の
経
営
戦
略

か
ら
す
る
と
親
類
縁
者
に
通
詞
を
有
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
間
違
い

な
く
、
に
も
拘
ら
ず
中
野
家
が
忠
次
郎
（
志
筑
忠
雄
）
の
実
家
へ
の

出
戻
り
を
許
し
た
の
は
、
や
は
り
稽
古
通
詞
を
継
続
し
え
な
い
よ
う

な
体
調
と
な
っ
た
こ
と
が
背
景
に
あ
っ
た
と
見
ら
れ
、
そ
の
際
、
地

役
人
株
の
売
却
ま
た
は
譲
渡
先
の
見
通
し
が
立
っ
て
か
ら
辞
職
さ
せ

た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　

以
上
を
勘
案
し
て
、
前
に
掲
げ
た
（
Ｂ
）、
す
な
わ
ち
八
代
目
忠

次
郎
（
志
筑
忠
雄
）
は
天
明
六
年
（
の
五
月
二
八
日
以
前
）
に
退
役

し
、
同
年
（
の
五
月
二
八
日
ま
で
）
に
九
代
目
次
三
郎
が
就
任
し
た

と
考
え
る
19

。

　（
二
）
退
役
の
背
景

　

志
筑
忠
雄
の
稽
古
通
詞
退
役
の
背
景
に
は
、「
病
身
」
以
外
の
事

情
も
少
な
か
ら
ず
存
在
し
て
い
る
。

　

ま
ず
、
志
筑
忠
雄
が
稽
古
通
詞
を
勤
め
て
い
た
頃
の
通
詞
の
役
職

と
そ
の
配
置
状
況
に
つ
い
て
見
て
お
こ
う
。
時
代
に
よ
っ
て
異
な
る

が
、
前
掲
の
「
寄
崎
次
第
」
に
よ
れ
ば
、
通
詞
は
目
付
と
大
通
詞
を

筆
頭
に
、
以
下
、
小
通
詞
、
小
通
詞
助
、
小
通
詞
並
、
小
通
詞
末
席
、

小
通
詞
末
席
見
習
、
稽
古
通
詞
、
稽
古
通
詞
見
習
、
内
通
事
と
続
く
。

志
筑
が
勤
め
た
稽
古
通
詞
は
二
五
人
も
の
在
職
者
が
認
め
ら
れ
る
一

方
、
そ
の
一
つ
上
の
役
職
の
小
通
詞
末
席
見
習
は
一
人
し
か
い
な
い

よ
う
に
、
昇
進
で
き
る
の
は
僅
か
な
人
数
で
あ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
四

段
階
ほ
ど
の
昇
任
を
経
て
小
通
詞
、
さ
ら
に
は
大
通
詞
に
ま
で
上
り

詰
め
る
と
な
る
と
、
一
方
な
ら
ず
狭
き
門
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
安

永
・
天
明
年
間
は
全
体
的
に
ほ
と
ん
ど
異
動
が
な
く
、「
稽
古
通
詞
」

の
ま
ま
通
詞
職
を
終
え
る
人
物
も
出
て
く
る
な
ど
、
家
柄
の
良
い
者

を
除
い
て
通
詞
社
会
は
出
世
の
見
通
し
が
立
た
な
い
閉
塞
的
な
状
況

で
あ
っ
た
。
当
時
志
筑
家
か
ら
は
大
通
詞
が
出
た
こ
と
も
な
く
、
出

世
を
考
え
る
と
絶
望
的
な
状
況
で
あ
っ
た
。

　

次
に
、
志
筑
忠
雄
が
勤
め
た
「
稽
古
通
詞
」
の
職
務
内
容
を
見

て
み
よ
う
。
幼
少
期
に
通
詞
を
勤
め
た
石
橋
政
方
（
一
八
四
〇
〜

一
九
一
六
）
の
経
験
が
聞
き
書
き
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
。

も
と
よ
り
十
歳
に
も
な
ら
ぬ
子
供
の
事
で
、
何
が
何
や
ら
一
向

に
分
か
り
も
し
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
朝
早
く
出
勤
し
て
、

上
役
の
人
々
が
し
き
り
に
チ
ー

パ
ー

い
う
の
を
呆
れ

て
聞
い
て
い
た
20
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政
方
の
証
言
を
信
用
す
る
限
り
、「
稽
古
通
詞
」は「
口
舌
」を
も
っ

て
立
ち
回
る
必
要
は
な
く
21

、
そ
の
職
務
内
容
は
、「
十
歳
に
も
な

ら
ぬ
子
供
」
が
通
詞
の
仕
事
を
た
だ
見
て
い
る
だ
け
の
、
文
字
通
り

子
ど
も
扱
い
の
仕
事
で
あ
っ
た
。
時
に
は
商
館
長
に
会
話
の
練
習
を

つ
け
て
も
ら
う
機
会
も
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
あ
く
ま
で
初
歩
の
内
容

に
す
ぎ
な
か
っ
た
よ
う
だ
22

。

　

か
よ
う
な
能
力
不
要
の
閑
職
に
志
筑
忠
雄
は
一
七
歳
か
ら
二
七
歳

ま
で
十
年
間
勤
め
た
。
周
囲
よ
り
随
分
年
長
で
稽
古
通
詞
と
な
っ
た

こ
と
に
相
当
の
屈
辱
感
を
覚
え
た
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
後
も
か
よ
う

な
職
務
で
は
各
種
の
訳
書
で
見
せ
た
才
能
や
学
識
を
発
揮
す
る
機
会

も
な
く
、
ま
た
、
家
柄
と
人
間
関
係
だ
け
が
要
の
通
詞
社
会
で
は
そ

の
能
力
が
評
価
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
蘭
書
に
接
す
る
旨
み
は
あ
っ

て
も
、
挫
折
の
日
々
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　

さ
ら
に
、「
稽
古
通
詞
」
の
志
筑
が
観
察
し
て
い
た
通
詞
と
い
う

仕
事
の
本
質
は
「
商
人
的
な
役
人
」
で
あ
っ
た
。
大
半
の
通
詞
は
知

的
好
奇
心
を
持
っ
て
西
洋
の
学
問
に
取
り
組
む
ど
こ
ろ
か
、
正
確
な

オ
ラ
ン
ダ
語
の
通
訳
・
翻
訳
で
さ
え
も
眼
中
に
な
く
、
た
だ
自
身
の

立
場
に
利
が
あ
る
よ
う
に
弁
舌
を
巧
み
に
使
い
分
け
た
り
、
都
合
に

応
じ
て
原
文
と
は
異
な
る
訳
文
を
作
成
し
た
り
し
て
御
用
を
こ
な
し

つ
つ
、
利
権
を
活
用
し
て
儲
け
を
得
る
こ
と
を
主
眼
と
し
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
前
に
引
用
し
た
「
天
文
管
闚
」
序
の
最
後
部
に
「
是

故
ニ
保-

養
之
ノ
暇
ニ
則
チ
必
ス
訳
シ

二
紅-

毛
之
ノ
語
ヲ

一
、
聊
カ
以
テ
解
ス

二
憤
悶
ヲ

一
也
（
＝
是
故
に
保
養
の
暇
あ
れ
ば
則
ち
必
ず
紅
毛
の
語
を

訳
し
、
聊
か
以
て
憤
悶
を
解
く
な
り
）」
と
認
め
ら
れ
る
が
、
何
と

志
筑
忠
雄
は
療
養
の
時
間
に
は
必
ず
蘭
書
翻
訳
を
し
、
し
か
も
こ
の

行
為
に
よ
っ
て
「
憤
悶
を
解
」
い
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
志
筑

の「
病
気
」が
運
動
機
能
の
疾
患
が
原
因
で
あ
れ
ば
、同
年
同
月
に「
天

文
管
闚
」と
大
部
の「
万
国
管
闚
」と
の
二
作
を
書
き
上
げ
た
こ
と
や
、

翌
年
以
降
の
精
力
的
な
翻
訳
活
動
の
説
明
が
つ
か
な
い
。
よ
っ
て
そ

の
「
病
気
」
は
精
神
疾
患
に
因
る
も
の
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

　

と
も
あ
れ
、
不
世
出
の
才
能
と
並
々
な
ら
ぬ
蘭
学
へ
の
情
熱
を
持

ち
、
さ
ら
に
次
章
で
述
べ
る
よ
う
に
学
者
と
し
て
の
然
る
べ
き
地
位

と
職
務
を
求
め
た
志
筑
忠
雄
は
、「
稽
古
通
詞
」
と
い
う
仕
事
、
そ

し
て
「
通
詞
」
と
し
て
の
将
来
に
嫌
気
が
さ
し
て
い
た
こ
と
が
、「
病

身
」
と
と
も
に
通
詞
退
役
の
背
景
に
存
在
し
て
い
た
23

。

　

二
、
朱
子
学
的
発
想
か
ら
読
み
解
く
志
筑
忠
雄
―
西
洋
に
対
す
る

眼
差
し
と
仕
官
活
動
―

　

志
筑
忠
雄
は
西
洋
の
学
問
に
魅
了
さ
れ
、
そ
の
生
涯
の
大
半
を
蘭

書
翻
訳
に
費
や
し
た
が
、
一
方
で
西
洋
に
対
す
る
批
判
的
あ
る
い
は

侮
蔑
的
な
表
現
を
残
す
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

例
え
ば
、
二
三
歳
時
に
著
し
た
「
天
文
管
闚
」（
一
七
八
二
年
八

月
序
）
の
序
文
冒
頭
に
は
「
華
夷
雖
ト
モ

レ
異
リ
ト
而
人-

情
ハ
一
也
ナ
リ

（
＝
華
夷
異
な
る
と
雖
も
人
情
は
一
つ
な
り
）」
と
記
し
て
お
り
、
そ
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の
他
「
天
文
管
闚
」
全
体
を
通
し
て
、「
蛮
語
」、「
蛮
書
」、「
蛮
説
」、「
蛮

方
」、「
蛮
人
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、
二
六
歳
時

の
著
書
「
鈎
股
新
編
」（
一
七
八
五
年
三
月
序
）
で
は
、
そ
の
序
題

を
「
紅
夷
算
術
鈎
股
新
編
序
」
と
付
し
た
ほ
か
、
西
洋
人
を
「
被
髪

之
人
」
と
表
現
し
、
こ
れ
は
す
な
わ
ち
『
論
語
』
で
野
蛮
の
象
徴
と

さ
れ
た
「
被
髪
」（
髪
を
振
り
乱
す
こ
と
）
を
指
す
が
、
か
よ
う
な

国
に
は
「
有
君
臣
有
父
子
、
而
無
忠
考
之
教
、
有
武
備
有
法
律
、
而

無
礼
楽
之
化
（
＝
君
臣
有
り
て
父
子
有
る
も
忠
考
の
教
無
く
、
武
備

有
り
て
法
律
有
る
も
礼
楽
の
化
無
し
）」
と
、
忠
孝
の
教
え
や
礼
楽

が
無
い
こ
と
を
説
く
。
い
ず
れ
も
伝
統
的
な
華
夷
思
想
に
基
づ
い
て

言
葉
が
綴
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
24

。

　

さ
ら
に「
天
文
管
闚
」と
同
年
同
月
に
編
ん
だ「
万
国
管
闚
」で
は
、

西
洋
の
植
民
地
活
動
や
略
奪
に
つ
い
て
記
し
て
お
り
、「
終
国
々
ヲ

奪
フ
故
ニ
属
国
多
シ
。
至
テ
悪
ム
ヘ
ク
恐
ル
ヘ
キ
ノ
甚
シ
キ
者
ナ
リ

25

」
と
批
判
し
、
西
洋
人
の
性
質
を
「
其
人
物
甚
残
忍
不
慈
而
モ
西

洋
ヲ
最
甚
シ
ト
ス
。
惣
シ
テ
邪
蘇
諸
国
ノ
人
気
情
至
テ
殺
伐
ニ
シ
テ

国
ヲ
治
ル
ニ
猛
威
ヲ
主
ト
ス
。
故
ニ
其
楽カ
ク

哀
テ
其
礼
和
セ
ス
26

」
と

述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
前
掲
の
「
鈎
股
新
編
」
序
で
も
、『
旧
約
聖

書
』
の
ア
ダ
ム
（
亜ア
ダ
ム当
）
と
ノ
ア
（
納ノ

亜ア

）
に
触
れ
、
子
孫
が
四
大

陸
に
広
ま
っ
た
こ
と
に
言
及
し
、
日
本
が
今
に
至
る
ま
で
「
納
亜
孫

子
」
と
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
偶
然
で
は
な
く
、「
得
専
万
国
之
秀

也
（
＝
専
ら
万
国
の
秀
を
得
る
な
り
）」
で
あ
る
か
ら
だ
と
す
る
27

。

吉
田
忠
の
言
う
よ
う
に
、
若
き
志
筑
忠
雄
は
確
か
に
保
守
的
な
思
想

の
持
主
と
も
言
え
る
が
、
む
し
ろ
一
般
的
な
華
夷
思
想
の
範
囲
内
で

の
発
言
で
も
あ
り
、
思
想
と
言
う
よ
り
は
志
筑
が
有
し
て
い
た
学
問

と
、
訳
官
（
役
人
）
と
し
て
の
立
場
に
対
す
る
強
い
意
識
か
ら
、
か

よ
う
な
表
現
と
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
こ
で
華
夷
思
想
に
基
づ
い
た
表
現
が
散
在
す
る
「
鈎
股
新
編
」

の
凡
例
に
相
当
す
る
「
題
言
」
に
注
目
す
る
と
、
志
筑
忠
雄
は
、
典

拠
と
し
た
『
天
文
学
・
物
理
学
入
門
』
蘭
語
版
の
著
者
キ
ー
ル
を
「
極

-

西
、
天-

使-

国
ノ
人
、
奇ケ

イ-

児ル-

氏
」
と
記
し
て
い
る
。「
極
西
」

は
日
本
か
ら
西
洋
を
眼
差
し
た
謂
で
あ
る
が
、
著
者
キ
ー
ル
に
、
一

方
な
ら
な
い
（
珍
し
い
、
不
思
議
で
あ
る
、
優
秀
で
あ
る
）
と
い
う

意
を
含
ん
だ
「
奇
」
字
を
当
て
28

、
加
え
て
、
序
題
で
「
紅
夷
」
と

し
た
出
身
国
イ
ギ
リ
ス
を
、題
言
で
は
「
天
使
の
国
29

」
と
す
る
（
本

文
で
も
ニ
ュ
ー
ト
ン
〔Isaac N

ew
ton

〕
を
「
天-

使-

国
ノ
人
」
と

し
て
い
る
）。
少
な
く
と
も
こ
れ
ら
の
言
葉
遣
い
は
華
夷
思
想
に
基

づ
か
な
い
中
立
的
な
表
現
で
、
敬
意
や
尊
重
の
念
ま
で
含
ま
れ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
志
筑
忠
雄
は
「
世
界
の
複
数
性
」
を
理
解
し
て
い
た
30

。

二
十
代
中
葉
に
編
纂
し
た
と
推
定
さ
れ
る
『
海
上
珍
奇
集
』
に
注
目

し
て
み
よ
う
31

。
本
書
は
プ
リ
ニ
ウ
ス
『
五
巻
博
物
誌
』
蘭
語
版
32

の
抄
訳
で
あ
る
が
33

、
そ
の
序
に
次
の
よ
う
な
文
章
が
あ
る
。
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大
既ガ
ヒ

世
俗
之
心
、
其
見
ル
所
ヲ
信
シ
テ
其
不
見
所
ヲ
不
信
。
然

ト
モ
、天
下
之
広
大
成
中
ニ
無
異
物
哉
。
夫
万
物
之
生
ス
ル
ヤ
、

千
ン
緒
ヲ
万
端
ニ
シ
テ
各
不
同
。
是
ヲ
以
或
ハ
如
虎
、
又
孔
萑

之
如
ク
、
彩
色
之
物
有
リ
。
人
モ
又
不
一
成
。
譬
ヘ
ハ
万
国
言

語
各
別
ツ
成
ル
カ
如
シ
。
依
之
観
是
、
物
皆
不
奇
成
ハ
無
シ
34

　

現
代
語
訳
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　
「
世
俗
の
人
は
、
そ
の
目
で
見
た
も
の
を
信
じ
、
見
て
い
な
い
も

の
は
信
じ
な
い
。
し
か
し
広
大
な
世
界
に
あ
っ
て
、
異
物
（
知
ら
な

い
も
の
）
が
な
か
ろ
う
か
。（
広
大
な
世
界
に
は
）
様
々
な
生
物
が

生
ま
れ
る
が
、
千
緒
万
端
で
あ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
。
そ
う
い
わ

う
わ
け
で
、
あ
る
も
の
は
虎
の
よ
う
で
、
ま
た
、
孔
雀
の
よ
う
で
、

色
彩
豊
か
な
も
の
も
あ
る
。
例
え
て
言
え
ば
、
世
界
各
国
の
言
語
が

異
な
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
考
え

れ
ば
、
物
に
は
全
て
お
か
し
い
も
の
は
な
い
。」

　

こ
こ
に
は
、
相
対
的
な
観
点
か
ら
「
世
界
の
複
数
性
」
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
が
、
志
筑
忠
雄
が
晩
年
に
著
し
た
と
見
ら
れ
る
『
四
維
図

説
』
に
も
35

、
日
本
と
西
洋
の
学
問
を
相
対
的
に
比
較
し
た
発
言
が

確
認
で
き
る
。

予
按
ニ
、
総
シ
テ
数
理
ノ
目
ヲ
論
ル
ニ
及
テ
ハ
、
和
漢
ト
イ
ヘ

ト
モ
西
国
ノ
細
密
ナ
ル
ニ
シ
カ
ズ
。
盛
衰
盈
虚
ノ
道
理
ヲ
論
ス

ル
ニ
及
テ
ハ
、
彼
遥
ニ
我
下
ニ
ア
リ
。
然
レ
ハ
彼
カ
学
ハ
天
ノ

形
気
ニ
於
シ
、
此
ガ
学
ハ
天
ノ
命
理
ニ
於
シ
、
彼
ハ
巧
ヲ
重
シ
、

此
ハ
妙
ヲ
重
ス
ル
コ
ト
知
ヌ
ベ
シ
36

　

志
筑
忠
雄
は
西
洋
の
天
文
学
や
計
算
の
緻
密
さ
が
和
漢
に
勝
る
こ

と
を
認
め
て
お
り
、
一
方
で
、
和
漢
が
西
洋
よ
り
優
れ
て
い
る
の
は
、

盛
衰
盈
虚
の
道
理
な
ど
天
の
命
理
を
知
る
術
だ
と
す
る
。と
に
か
く
、

こ
こ
に
は
志
筑
の
西
洋
の
学
問
に
対
す
る
敬
意
や
尊
重
が
見
て
取
れ

る
が
、
前
に
見
た
華
夷
思
想
と
の
関
係
に
お
い
て
、
い
か
に
理
解
す

べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

　

志
筑
忠
雄
の
学
問
・
教
育
基
盤
を
構
築
し
た
明
和
か
ら
天
明
期
の

状
況
を
考
え
る
と
、
や
は
り
朱
子
学
の
文
脈
か
ら
読
み
解
く
必
要
が

あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
半
生
を
費
や
し
て
後
年
完
成
さ
せ
た
「
暦
象
新

書
」（
一
八
〇
二
年
一
〇
月
）は
、ニ
ュ
ー
ト
ン
物
理
学
書
で
あ
る
キ
ー

ル
『
天
文
学
・
物
理
学
入
門
』
の
訳
書
で
あ
っ
た
が
、
物
質
・
粒
子
・

引
力
な
ど
力
学
の
基
本
概
念
を
朱
子
学
（
宋
学
）
の
「
気
」
の
概
念

で
志
筑
が
再
解
釈
し
た
も
の
で
あ
っ
た
37

。

　

と
に
か
く
、
朱
子
学
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
蘭
学
は
朱
子
学
（
漢

学
）
と
対
等
に
並
立
す
る
一
つ
の
学
問
分
野
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

朱
子
学
に
内
包
し
う
る
も
の
で
あ
っ
た
。
西
洋
の
学
問
を
研
究
す
る

こ
と
は
、
つ
ま
り
は
朱
子
学
の
「
格
物
致
知
」
の
一
環
で
あ
り
、
ひ

い
て
は
「（
修
身
斉
家
）
治
国
平
天
下
」
に
繋
が
る
営
為
で
あ
っ
た
。
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そ
う
考
え
る
と
、
西
洋
に
対
し
て
、
華
夷
思
想
的
な
蔑
視
や
植
民
地

活
動
へ
の
批
判
を
有
し
な
が
ら
、
そ
の
学
問
に
敬
意
や
尊
重
の
念
を

抱
い
て
い
た
発
想
の
説
明
が
つ
く
。
つ
ま
り
、
か
よ
う
な
朱
子
学
的

発
想
を
根
底
に
、
志
筑
忠
雄
は
「
格
物
致
知
」
の
発
想
か
ら
「
夷
」

で
あ
る
西
洋
の
学
問
の
優
れ
た
点
を
認
め
、「
治
国
平
天
下
」
の
志

を
抱
い
て
そ
の
研
究
に
生
涯
を
捧
げ
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、通
詞
を
退
役
し
た
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
以
降
は
、

二
三
歳
時
の
著
作
「
天
文
管
闚
」
で
「
保-

養
之
ノ
暇
ニ
則
チ
必
ス
訳
シ

二
紅-

毛
之
ノ
語
ヲ

一
、
聊
カ
以
テ
解
ス

二
憤
悶
ヲ

一
也
（
＝
保
養
の
暇
あ
れ

ば
則
ち
必
ず
紅
毛
の
語
を
訳
し
、
聊
か
以
て
憤
悶
を
解
く
な
り
）」

と
述
べ
た
よ
う
な
、
楽
し
み
と
し
て
い
た
翻
訳
活
動
も
ま
ま
な
ら
な

い
ほ
ど
の
体
調
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
才
能
に
対
す
る
矜
持
の
傍

ら
、「
毎
ニ
懐
ツ
テ

三
身
無
シ
テ

ニ
寸-

分
之
ノ
功
一
空
ク
辱
ム
ル
コ
ト
ヲ

ニ
公
禄
之

重
ヲ

一
而
不
レ
暇
ラ

ニ
太
息
ニ

一
（
＝
毎つ
ね

に
身
に
寸
分
の
功
無
き
を
懐お
も

い
、

空
し
く
公
禄
の
重
を
辱
む
る
こ
と
、
太
息
に
暇い
と
まあ
ら
ず
）」
と
い
う

想
い
は
、
年
齢
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
一
層
強
く
な
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

よ
う
や
く
訳
書
を
成
し
た
の
は
、
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
年
二

月
の
奥
書
を
有
す
る
小
冊
の
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
で
あ
っ
た
。
フ
ァ

レ
ン
テ
イ
ン
『
新
旧
東
イ
ン
ド
誌
』
38

の
抄
訳
で
あ
る
本
書
は
、
ロ

シ
ア
か
ら
通
商
を
求
め
て
来
日
し
た
使
節
ラ
ク
ス
マ
ン
（A

dam
 

K
irillovich Laksm

an

）
の
根
室
来
航
（
一
七
九
二
年
九
月
）
を
受

け
て
訳
出
さ
れ
た
。
内
容
は
ロ
シ
ア
が
東
方
に
進
出
し
た
来
歴
を
描

い
た
く
だ
り
を
訳
出
し
た
も
の
で
、
途
中
、
シ
ベ
リ
ア
を
併
有
し
た

経
緯
や
、
ロ
シ
ア
と
清
朝
中
国
が
国
境
を
画
定
し
た
ネ
ル
チ
ン
ス
ク

で
の
会
談
の
経
過
も
記
さ
れ
て
い
る
39

。

　

三
六
歳
の
志
筑
忠
雄
が
海
外
情
勢
と
い
う
新
し
い
分
野
の
翻
訳
に

取
り
組
み
だ
し
た
背
景
に
は
、
再
仕
官
に
対
す
る
強
い
願
望
が
存
在

し
た
と
見
ら
れ
る
40

。
た
だ
し
、
志
筑
が
希
求
し
た
の
は
、
通
詞
へ

の
再
任
で
は
な
く
、
古
代
の
儒
学
者
あ
る
い
は
荻
生
徂
徠
の
よ
う

に
、幕
府
や
藩
に
抜
擢
さ
れ
、「
治
国
平
天
下
」
に
導
く
「
格
物
致
知
」

的
な
学
問
と
教
授
を
行
う
、
い
わ
ゆ
る
藩
儒
や
そ
れ
に
類
す
る
学
者

の
ポ
ス
ト
と
考
え
ら
れ
る
41

。
そ
の
た
め
、
一
介
の
商
家
中
野
「
姓
」

で
は
な
く
、
既
に
籍
を
失
っ
て
い
た
阿
蘭
陀
通
詞
「
志
筑
」
姓
を
署

名
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
寛
政
一
〇
年
（
一
七
九
九
）
夏
に
完
成
を
見

た
「
オ
ク
タ
ン
ト
之
記
」
に
も
「
志
筑
」
姓
を
用
い
て
お
り
、
航
海

技
術
の
摂
取
の
み
な
ら
ず
、
海
外
情
勢
察
知
の
一
環
と
し
て
訳
出
し

た
も
の
と
目
さ
れ
る
。

　

そ
し
て
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
八
月
、
志
筑
忠
雄
は
四
二
歳
に

し
て
ケ
ン
ペ
ル
『
日
本
誌
』
蘭
語
版
42

の
附
録
第
六
編
の
論
文
を
「
鎖

国
論
」
と
題
し
て
訳
出
し
た
。
ケ
ン
ペ
ル
『
日
本
誌
』
は
西
洋
に
お

け
る
日
本
観
を
知
る
上
で
最
重
要
文
献
で
あ
り
、
し
か
も
附
録
第
六

編
は
、
日
本
の
対
外
関
係
に
つ
い
て
論
じ
る
と
と
も
に
、
日
本
が
有

す
る
各
種
の
優
秀
性
と
も
言
え
る
条
件
を
述
べ
た
内
容
で
あ
っ
た
。

年
齢
と
体
調
か
ら
考
え
る
と
、
志
筑
忠
雄
に
と
っ
て
は
仕
官
へ
の
願
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い
を
込
め
た
最
後
の
仕
事
で
、
本
の
重
要
性
や
訳
出
部
分
の
内
容
か

ら
言
っ
て
も
自
信
作
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

原
文
を
忠
実
に
訳
し
た
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
や
「
オ
ク
タ
ン
ト
之

記
」
に
お
け
る
翻
訳
姿
勢
と
は
異
な
り
、「
鎖
国
論
」
訳
出
に
あ
た
っ

て
は
、
自
身
の
翻
訳
へ
の
こ
だ
わ
り
を
殺
し
、
原
文
の
文
脈
を
損
な

う
形
で
、
華
夷
思
想
に
基
づ
い
た
言
葉
と
時
折
排
外
的
な
文
章
や
注

を
織
り
交
ぜ
た
訳
文
を
綴
っ
た
。
そ
の
姿
勢
に
鳥
井
裕
美
子
は
志
筑

が
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
文
脈
で
の
日
本
中
心
的
思
考
を
有
し
て
い
た
可
能

性
を
見
て
い
る
が
43

、
そ
う
で
は
な
く
、
そ
の
背
後
に
志
筑
忠
雄
の

学
問
の
根
底
に
あ
っ
た
華
夷
思
想
と
、
そ
し
て
そ
れ
以
上
に
、
平
戸

藩
へ
の
登
用
の
期
待
か
ら
、
な
い
し
は
平
戸
藩
主
松
浦
静
山
を
通
じ

て
幕
府
や
藩
主
な
ど
の
有
力
者
に
「
鎖
国
論
」
が
読
ま
れ
、
そ
こ
か

ら
仕
官
の
声
が
か
か
る
こ
と
を
意
識
し
て
成
稿
し
た
事
情
を
想
定
す

る
と
、
そ
の
翻
訳
姿
勢
が
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
44

。

　
お
わ
り
に

　

最
後
に
本
稿
で
得
た
成
果
を
総
括
し
て
お
く
。

　

ま
ず
、
志
筑
忠
雄
の
退
役
の
年
時
と
背
景
を
解
明
し
た
。
三
井
越

後
屋
の
長
崎
で
の
御
用
達
で
あ
っ
た
落
札
商
中
野
家
は
、
安
永
五
年

（
一
七
七
六
）
に
地
役
人
株
を
購
入
し
て
同
家
三
代
用
助
の
五
男
忠

次
郎
（
志
筑
忠
雄
）
を
阿
蘭
陀
通
詞
志
筑
家
の
養
子
に
入
れ
、
同
人

は
志
筑
家
八
代
と
し
て
稽
古
通
詞
と
な
っ
た
。「
天
文
管
闚
」
序
に

は
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
八
月
時
点
で
数
年
間
病
気
の
た
め
に
蟄

居
し
て
い
た
と
い
う
発
言
が
認
め
ら
れ
、
よ
っ
て
同
年
以
前
の
数
年

間
は
休
職
扱
い
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
天
文
管
闚
」
と
「
万
国
管
闚
」
を
成
し
た
天

明
二
年
八
月
以
降
の
状
況
は
一
変
し
、
同
五
年
ま
で
に
次
々
と
翻
訳

を
成
し
遂
げ
う
る
よ
う
な
体
調
に
回
復
し
た
。
そ
の
間
の
訳
書
の
一

つ「
鈎
股
新
編
」序
で
は
、自
身
が
阿
蘭
陀
通
詞
の
下
役（
稽
古
通
詞
）

と
し
て
勤
め
て
い
る
こ
と
を
証
言
し
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
少
な
く
と

も
天
明
五
年
三
月
一
五
日
時
点
で
志
筑
忠
雄
が
稽
古
通
詞
で
あ
っ
た

こ
と
は
疑
い
な
い
事
実
と
な
っ
た
。
同
序
に
は
「
天
文
管
闚
」
序
で

見
せ
た
よ
う
な
屈
辱
感
に
満
ち
た
自
虐
的
な
発
言
は
認
め
ら
れ
ず
、

さ
ら
に
、
翌
年
春
に
大
槻
玄
沢
と
数
度
接
見
し
て
い
る
様
子
か
ら
し

て
、
現
場
復
帰
も
果
た
し
て
い
た
も
の
と
目
さ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
天
明
六
年
か
ら
約
八
年
間
翻
訳
活
動
が
停
滞
し
て
い

る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
天
明
五
年
の
冬
か
ら
翌
六
年
の
春
あ
た
り
に

再
び
病
状
が
悪
化
し
だ
し
、
地
役
人
株
の
売
却
あ
る
い
は
譲
渡
先
の

見
通
し
が
立
っ
た
天
明
六
年
の
五
月
二
八
日
ま
で
に
、「
病
身
」
を

理
由
と
し
て
志
筑
忠
雄
は
稽
古
通
詞
を
退
役
し
、
同
年
次
三
郎
が
志

筑
家
の
跡
を
襲
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　

そ
の
他
、
通
詞
退
役
の
背
景
に
は
、
安
永
・
天
明
期
に
お
け
る
出

世
の
見
通
し
が
立
た
な
い
通
詞
社
会
の
閉
塞
的
状
況
が
存
在
し
た
。

加
え
て
、
不
世
出
の
才
能
と
並
々
な
ら
ぬ
蘭
学
へ
の
情
熱
を
持
ち
、
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学
者
と
し
て
の
然
る
べ
き
地
位
と
職
務
を
求
め
た
志
筑
忠
雄
に
と
っ

て
、
稽
古
通
詞
の
仕
事
と
通
詞
と
し
て
の
将
来
は
と
て
も
満
足
で
き

る
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

　

次
に
、
志
筑
忠
雄
の
言
動
を
朱
子
学
的
発
想
か
ら
理
解
す
る
こ
と

を
提
起
し
た
。
志
筑
は
世
界
の
複
数
性
を
理
解
し
、
西
洋
の
学
問
に

敬
意
を
抱
き
つ
つ
も
、
そ
の
学
問
の
根
底
に
あ
っ
た
華
夷
思
想
か
ら

西
洋
を
眼
差
し
て
い
た
。
朱
子
学
の
立
場
で
は
、蘭
学
は
朱
子
学（
漢

学
）
と
対
等
に
並
立
す
る
学
問
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
朱
子
学
に
内

包
し
う
る
も
の
で
あ
っ
た
。
西
洋
の
学
識
を
研
究
す
る
こ
と
は
朱
子

学
の
「
格
物
致
知
」
の
一
環
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
「（
修
身
斉
家
）

治
国
平
天
下
」
に
繋
が
る
営
為
で
あ
っ
た
。
そ
う
考
え
る
と
、
西
洋

に
対
し
て
、
華
夷
思
想
的
な
蔑
視
や
植
民
地
活
動
へ
の
批
判
を
有
し

な
が
ら
、
そ
の
学
問
へ
の
憧
憬
や
敬
意
を
抱
い
て
い
た
発
想
の
説
明

が
つ
く
。

　

さ
て
、天
明
六
年（
一
七
八
六
）の
稽
古
通
詞
退
役
の
後
、短
編「
火

器
発
法
伝
」
の
成
稿
を
除
け
ば
、
八
年
ほ
ど
志
筑
忠
雄
の
翻
訳
活
動

は
停
滞
し
た
。
次
に
完
成
を
見
た
の
は
、
フ
ァ
レ
ン
テ
イ
ン
『
新
旧

東
イ
ン
ド
誌
』
の
中
か
ら
ロ
シ
ア
が
東
方
に
進
出
し
た
来
歴
を
描
い

た
く
だ
り
を
訳
出
し
た
小
冊
の
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」（
一
七
九
五
年

二
月
）
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
訳
出
背
景
に
は
、
ロ
シ
ア
か
ら
通
商
を

求
め
て
来
日
し
た
使
節
ラ
ク
ス
マ
ン
の
根
室
来
航
（
一
七
九
二
年
九

月
）
が
存
在
し
た
。

　

三
六
歳
の
志
筑
忠
雄
が
海
外
情
勢
と
い
う
新
し
い
分
野
の
翻
訳
に

取
り
組
み
だ
し
た
の
は
、
再
仕
官
を
強
く
願
望
し
て
い
た
こ
と
に
よ

る
も
の
と
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
志
筑
が
希
求
し
た
の
は
、
通
詞
へ

の
再
任
で
は
な
く
、
幕
府
や
藩
に
抜
擢
さ
れ
、「
治
国
平
天
下
」
に

導
く
「
格
物
致
知
」
的
な
学
問
と
教
授
を
行
う
、
い
わ
ゆ
る
藩
儒
や

そ
れ
に
類
す
る
学
者
の
官
職
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
一
介
の

商
家
中
野
「
姓
」
で
は
な
く
、
既
に
籍
を
失
っ
て
い
た
阿
蘭
陀
通
詞

「
志
筑
」
姓
を
署
名
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
八
月
、
志
筑
忠
雄
は
四
二
歳
に

し
て
「
鎖
国
論
」
を
訳
出
し
た
。
底
本
と
し
た
ケ
ン
ペ
ル
『
日
本
誌
』

は
西
洋
の
日
本
観
を
知
る
上
で
の
最
重
要
文
献
で
あ
り
、
し
か
も
附

録
第
六
編
は
日
本
の
対
外
関
係
に
つ
い
て
論
じ
る
と
と
も
に
、
日
本

が
有
す
る
各
種
の
優
秀
性
と
も
言
え
る
条
件
を
述
べ
た
内
容
で
あ
っ

た
。
年
齢
と
体
調
か
ら
考
え
る
と
、
志
筑
忠
雄
に
と
っ
て
は
仕
官
へ

の
最
後
の
願
い
を
込
め
た
仕
事
で
、
本
の
重
要
性
や
訳
出
部
分
の
内

容
か
ら
言
っ
て
も
自
信
作
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

原
文
を
忠
実
に
訳
し
た
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
や
「
オ
ク
タ
ン
ト
之

記
」
に
お
け
る
翻
訳
姿
勢
と
は
異
な
り
、「
鎖
国
論
」
訳
出
に
あ
た
っ

て
は
、
自
身
の
翻
訳
へ
の
こ
だ
わ
り
を
殺
し
、
原
文
の
文
脈
を
損
な

う
形
で
、
華
夷
思
想
に
基
づ
い
た
言
葉
と
時
折
排
外
的
な
文
章
や
注

を
織
り
交
ぜ
た
訳
文
を
綴
っ
た
。
背
景
に
志
筑
忠
雄
の
学
問
の
根
底

に
あ
っ
た
華
夷
思
想
と
、
そ
し
て
そ
れ
以
上
に
、
平
戸
藩
へ
の
登
用
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の
期
待
か
ら
、
な
い
し
は
平
戸
藩
主
松
浦
静
山
を
通
じ
て
幕
府
や
藩

主
な
ど
の
有
力
者
に
「
鎖
国
論
」
が
読
ま
れ
、
そ
こ
か
ら
仕
官
の
声

が
か
か
る
こ
と
を
意
識
し
て
成
稿
し
た
事
情
を
想
定
し
て
、
そ
の
翻

訳
姿
勢
を
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。

　
「
鎖
国
論
」
を
も
っ
て
し
て
も
仕
官
が
叶
わ
な
か
っ
た
志
筑
忠

雄
は
、
翌
年
に
半
生
を
費
や
し
た
「
暦
象
新
書
」（
一
八
〇
二
年

一
〇
月
）
を
完
成
さ
せ
た
。
そ
の
一
年
後
、「
三
角
提
要
秘
算
」45

（
一
八
〇
三
年
一
〇
月
）
で
は
「
中
野
」
姓
を
用
い
、
以
降
、
死
没

す
る
半
年
前
に
病
床
か
ら
の
口
述
筆
記
に
て
成
稿
し
た
「
二
国
会
盟

録
」（
一
八
〇
六
年
一
月
）
を
除
い
て
、「
志
筑
」
姓
を
名
乗
る
こ
と

は
無
か
っ
た
46

。
ま
た
、
享
和
三
年
冬
頃
か
ら
病
弱
で
ひ
弱
な
体
質

を
意
味
す
る
「
蒲
柳
の
質
」
の
謂
を
捩
っ
た
と
目
さ
れ
る
「
柳
圃
」

号
を
用
い
47

、
門
人
の
育
成
と
オ
ラ
ン
ダ
語
文
法
論
を
中
心
と
し
た

翻
訳
・
執
筆
活
動
を
展
開
す
る
が
、
そ
こ
に
見
え
る
の
は
仕
官
の
念

願
叶
わ
ず
諦
念
に
至
っ
た
晩
年
の
姿
で
あ
っ
た
。
ロ
シ
ア
使
節
レ
ザ

ノ
フ
（N

ikolai Petrovich R
ezanov

）
の
長
崎
来
航
（
一
八
〇
四
年

九
月
〜
一
八
〇
五
年
四
月
）
を
受
け
、
中
野
柳
圃
（
志
筑
忠
雄
）
は

再
び
「
志
筑
」
姓
を
名
乗
っ
た
「
二
国
会
盟
録
」（
一
八
〇
六
年
一
月
）

を
病
床
か
ら
口
述
で
成
す
も
48

、
体
調
は
回
復
せ
ず
、
同
年
七
月
八

日
49

、
こ
の
世
を
去
っ
た
。

注1　

拙
稿
「
蘭
文
和
訳
論
の
誕
生
―
志
筑
忠
雄
「
蘭
学
生
前
父
」
と
徂
徠
・

宣
長
学
―
」（『
雅
俗
』
第
一
八
号
、
二
〇
一
九
年
）。
同
「「
和わ

げ解
」
か
ら

「
翻
訳
」
へ
―Beschryvinge van het octant en deszelfs gebruik 

の
訳
出

に
見
る
本
木
良
永
と
志
筑
忠
雄
―
」（『
熊
本
県
立
大
学
文
学
部
紀
要
』
第

八
二
号
、
二
〇
二
三
年
）
な
ど
。

2　

拙
稿
「
志
筑
忠
雄
の
背
景
と
し
て
の
実
家
・
中
野
家
―
家
屋
の
敷
地
・

通
詞
株
・
長
崎
社
会
で
の
位
置
―
」（『
文
彩
』
第
一
九
号
、二
〇
二
三
年
）。

3　

前
掲
拙
稿
「
志
筑
忠
雄
の
背
景
と
し
て
の
実
家
・
中
野
家
―
家
屋
の
敷

地
・
通
詞
株
・
長
崎
社
会
で
の
位
置
―
」、
一
六
〜
一
七
頁
。

4　

史
料
・
写
本
は
鍵
括
弧
、
印
刷
物
は
二
重
鍵
括
弧
で
示
す
。
以
下
同
。

5　

渡
辺
庫
輔
『
阿
蘭
陀
通
詞
志
筑
氏
事
略
』（
長
崎
学
会
、一
九
五
七
年
）、

三
一
〜
三
二
頁
。

6　

原
田
博
二
「
阿
蘭
陀
通
詞
志
筑
家
に
つ
い
て
」（『
蘭
学
の
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
―
志
筑
忠
雄
の
世
界
』、
長
崎
文
献
社
、
二
〇
〇
七
年
）。

7　

原
本
は
焼
失
し
た
た
め
、
底
本
は
大
崎
正
次
「「
暦
象
新
書
」
天
明
旧

訳
本
の
発
見
」（『
科
学
史
研
究
』
第
四
・
五
号
、
一
九
四
三
年
）、
一
〇
一

頁
を
用
い
た
。
引
用
の
際
、旧
字
・
異
体
字
は
常
用
漢
字
に
改
め
た
。
以
下
、

全
て
の
引
用
文
で
同
。
ま
た
、
底
本
の
訓
点
は
見
や
す
い
位
置
に
移
動
さ

せ
た
。
な
お
、
書
き
下
し
文
を
後
続
さ
せ
た
が
、
原
文
の
訓
点
に
こ
だ
わ

ら
ず
、
意
味
が
取
れ
る
よ
う
に
作
成
し
た
。
以
下
、「
天
文
管
闚
」
引
用

の
際
は
同
。

8　

吉
田
忠
「
志
筑
忠
雄
―
独
創
的
思
索
家
」（
Ｗ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
、
鳥
井
裕

美
子
、川
嶌
眞
人
共
編
『
九
州
の
蘭
学
―
越
境
と
交
流
―
』、思
文
閣
出
版
、

二
〇
〇
九
年
）、
一
〇
二
〜
一
〇
三
頁
。



― 34 ―

9　

イ
サ
ベ
ル
・
田
中
・
フ
ァ
ン
・
ダ
―
レ
ン
「
オ
ラ
ン
ダ
史
料
か
ら
見
た

長
崎
通
詞
―
志
筑
家
を
中
心
に
ー
」（
前
掲
『
蘭
学
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
―

志
筑
忠
雄
の
世
界
』）。

10　
「
長
崎
通
詞
由
緒
書
」
は
、『
長
崎
県
史
』
史
料
編
第
四
（
吉
川
弘
文
館
、

一
九
六
五
年
）
所
収
の
翻
刻
を
使
用
。
八
二
七
〜
八
二
八
頁
。

11　

こ
の
点
、
織
田
毅
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。

12　

Inleidinge tot de w
aare N

atuur- en Sterrekunde. G
eschreven door 

John K
eill in het Latijn en vertaald in het N

ederlands door Johan 
Lullofs. Te Leiden, by Jan en H

erm
anus Verbeek. 1

7
4
1.

13　

小
林
龍
彦
「
中
野
忠
雄
輯
「
三
角
算
秘
傳
」
に
つ
い
て
」（『
鳴
滝
紀
要
』

第
一
〇
号
、
二
〇
〇
〇
年
）、
八
〜
一
〇
頁
。

14　
「
鈎
股
新
編
」
序
。
底
本
は
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
蔵
本
を
使
用
。
読

点
の
位
置
は
原
文
に
従
い
、書
き
下
し
文
は
筆
者
が
作
成
し
た
。以
下
、「
鈎

股
新
編
」
引
用
の
際
は
同
。

15　
「
寄
崎
次
第
」
上
（「
磐
水
先
生
随
筆
」
第
四
巻
〔
第
五
巻
と
合
冊
〕、

早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
）。
読
点
は
筆
者
に
よ
る
。
以
下
、
句
読
点
の
付

さ
れ
て
い
な
い
原
文
を
引
用
す
る
際
は
適
宜
筆
者
が
施
し
た
。
な
お
、
森

山
儀
助
、
西
吉
太
郎
（
＝
西
吉
郎
右
衛
門
）、
小
川
猪
之
助
の
稽
古
通
詞

就
任
年
時
は
、
イ
サ
ベ
ル
・
田
中
・
フ
ァ
ン
・
ダ
―
レ
ン
「
阿
蘭
陀
通
詞

家
系
図
（
Ⅲ
）
小
川
・
森
山
家
」（『
日
蘭
学
会
会
誌
』
第
二
八
巻
一
号
、

二
〇
〇
三
年
）
お
よ
び
前
掲
「
長
崎
通
詞
由
緒
書
」、
八
二
〇
頁
。

16　

前
掲
渡
辺
庫
輔
『
阿
蘭
陀
通
詞
志
筑
氏
事
略
』、
六
五
頁
。

17　
「
瓊
浦
紀
行
」（「
磐
水
先
生
随
筆
」
第
三
巻
、
早
稲
田
大
学
図
書
館

蔵
）。
こ
の
こ
と
は
吉
田
忠
が
既
に
指
摘
し
て
い
る
。「
大
槻
玄
沢
、
玄
幹

父
子
の
西
遊
と
志
筑
忠
雄
」（『
長
崎
談
叢
』
第
五
九
輯
、
一
九
七
六
年
）、

一
二
頁
。
た
だ
し
、二
月
一
五
日
は
「
志
筑
」
と
の
み
記
載
さ
れ
る
の
で
、

（
別
家
）
志
筑
孫
兵
衛
等
、
別
人
を
指
す
可
能
性
も
あ
る
。

18　
「
蘭
訳
梯
航
」
下
巻
（
一
八
一
六
成
。
底
本
は
『
洋
学
』〔
日
本
思
想
大

系
六
四
、岩
波
書
店
、一
九
七
六
年
〕所
収
、松
村
明
校
注
を
使
用
）。
同
書
、

一
二
頁
。
な
お
、
読
点
の
位
置
は
底
本
に
従
っ
た
。

19　

享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
に
長
崎
遊
学
し
、
志
筑
忠
雄
と
の
接
見
を
果

た
し
た
大
槻
玄
幹（
一
七
八
五
〜
一
八
三
八
）は
、後
年
著
し
た「
蘭
学
凡
」

（
一
八
一
六
年
成
写
本
。
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
）
の
附
言
で
、
末
次
忠

助
か
ら
の
聞
き
書
き
と
し
て
「
是
ヨ
リ
先
ニ
病
ヲ
以
テ
本
務
ノ
訳
司
ヲ
辞

シ
、
一
室
ニ
間
居
シ
テ
他
人
ノ
応
接
ヲ
避
ケ
、
嘗
テ
志
ス
処
ノ
西
書
ニ
耽

ル
事
廿
年
一
日
ナ
リ
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
こ
で
「
廿
年
一
日
」
を
額
面

通
り
に
受
け
取
れ
ば
志
筑
忠
雄
は
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
退
役
と
な
る

が
、
忠
助
は
あ
く
ま
で
大
ま
か
な
年
月
を
言
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

20　

初
出
は
石
橋
思
案
「
福
地
の
叔
父
様
（
桜
痴
居
士
の
少
年
時
代
）」（『
少

年
世
界
』
第
一
二
巻
第
二
号
、
一
九
〇
六
年
）。
上
田
は
る
『
私
の
史
料

探
訪
２
―
石
橋
家
の
人
々
』（
上
田
英
三
、二
〇
〇
四
年
）
に
収
録
し
た
も

の
を
参
照
。
引
用
文
は
二
八
五
頁
。

21　

大
槻
如
電
は
、
長
崎
の
町
医
師
・
吉
雄
圭
斎
か
ら
の
伝
聞
に
基
づ
い
て

「
俗
事
に
迂
、
且
つ
口
舌
の
不
得
手
な
る
た
め
、
同
僚
の
侮
弄
を
招
」
い

た
こ
と
が
稽
古
通
詞
を
辞
し
た
理
由
と
し
て
い
る
が
、
如
電
説
に
は
根
拠

が
な
く
推
測
の
域
を
出
な
い
。
大
槻
如
電
原
著
、
佐
藤
榮
七
増
訂
『
日
本

洋
学
編
年
史
』（
錦
正
社
、一
九
六
五
年
）、二
二
九
頁
。
ま
た
、拙
稿
「
志

筑
忠
雄
の
所
用
印
と
も
う
一
つ
の
字(

あ
ざ
な)

」（『
文
彩
』
第
一
六
号
、

二
〇
二
〇
年
）、
一
〇
頁
。

22　

片
桐
一
男
『
阿
蘭
陀
通
詞
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、一
九
八
五
年
﹇
底
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本
は
一
九
九
七
年
第
二
刷
を
使
用
﹈）、
五
一
〜
五
四
頁
。

23　

本
節
は
前
掲
拙
稿
「
志
筑
忠
雄
の
背
景
と
し
て
の
実
家
・
中
野
家
―
家

屋
の
所
在
・
建
物
配
置
・
長
崎
社
会
で
の
位
置
―
」
第
二
章
に
基
づ
い
て

い
る
が
、
同
論
考
で
は
志
筑
忠
雄
の
通
詞
在
職
年
時
が
天
明
二
年
ま
で
か

天
明
六
年
ま
で
か
を
決
定
せ
ず
に
論
を
進
め
た
が
、
天
明
六
年
退
役
と
定

め
た
本
稿
で
は
論
旨
を
変
更
し
て
い
る
部
分
が
あ
る
。

24　

前
掲
吉
田
忠
「
志
筑
忠
雄
―
独
創
的
思
索
家
」、
一
〇
三
〜
一
〇
四
頁
。

25　
「
万
国
管
闚
」第
一
八
項
。底
本
は
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
蔵
本
を
使
用
。

項
目
の
順
次
は
、拙
稿「
志
筑
忠
雄「
万
国
管
闚
」の
文
献
学
的
研
究
」（『
雅

俗
』
第
一
七
号
、
二
〇
一
八
年
）
表
２
に
従
っ
た
。

26　
「
万
国
管
闚
」
第
一
二
項
。

27　

前
掲
吉
田
忠
「
志
筑
忠
雄
―
独
創
的
思
索
家
」、
一
〇
四
頁
。

28　
「
求
力
法
論
」（
一
七
八
四
年
一
一
月
）
で
は
ケ
イ
ル
を
「
計
意
留
（
流
）」

と
表
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
数
理
に
優
れ
た
意
を
表
現
し
た
謂
と
見
ら

れ
る
。
京
都
大
学
附
属
図
書
館
富
士
川
文
庫
蔵
本
、研
医
会
図
書
館
蔵
本
、

筑
波
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
、
な
ら
び
に
東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文

庫
お
よ
び
平
山
文
庫
蔵
本
を
確
認
。

29　

漢
語
で
「
天
使
」
は
、「
天
の
使
い
」（『
史
記
』「
趙
世
家
」）、「
天
子

の
使
い
」（『
資
治
通
鑑
』「
唐
紀
」）
な
ど
を
意
味
し
、
こ
の
場
合
キ
ー
ル

や
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
出
身
国
を
尊
重
し
た
表
現
と
言
え
る
。
た
だ
し
、
志
筑

忠
雄
は
「
キ
リ
ス
ト
教
の
国
」
を
意
味
す
る
た
め
に
か
よ
う
に
表
現
し
た

可
能
性
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
華
夷
思
想
に
基
づ
い
た
侮
蔑
的
な
謂

で
は
な
い
。

30　

吉
田
忠
「
心
遊
術
か
ら
「
世
界
の
複
数
性
」
へ
」（
前
掲
『
蘭
学
の
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
―
志
筑
忠
雄
』）。

31　

底
本
は
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
を
使
用
。
同
本
で
は
著
者
名
が
「
志

築
長
盈
」（
本
来
は
「
志
筑
盈
長
」）
と
な
っ
て
い
る
が
、
転
写
過
程
で
誤

記
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
現
存
す
る
資
料
で
志
筑

忠
雄
が
最
後
に
「
盈
長
」
を
名
乗
っ
た
の
は
、「
鈎
股
新
編
」（
天
明
五
年

﹇
一
七
八
五
﹈
三
月
一
五
日
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
天
明
五

年
前
後
ま
で
に
編
ま
れ
た
一
書
と
見
ら
れ
る
。

32　

G
aius Plinius Secundus: D

es w
ijd-verm

aerden natuurkondigers vyf 
boecken. 

志
筑
忠
雄
が
底
本
と
し
た
と
目
さ
れ
る
平
戸
藩
楽
歳
堂
文
庫
本

は
、t' A

m
sterdam

. B
y D

irck D
ircksz. 1

6
6
2

版
。

33　

ア
ニ
ッ
ク
・
ミ
ト
・
ホ
リ
ウ
チ
「『
海
上
珍
奇
集
』
に
お
け
る
人
間
と

動
物
を
め
ぐ
る
言
説
」（
前
掲
『
蘭
学
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
―
志
筑
忠
雄
』）、

九
四
頁
。

34　
『
海
上
珍
奇
集
』
巻
之
一
の
冒
頭
よ
り
。

35　

津
市
図
書
館
稲
垣
文
庫
蔵
本
に
「
中
野
忠
雄
撰
」
と
記
名
さ
れ
て
お
り
、

「
中
野
」
姓
を
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
晩
年
の
著
作
と
判
断
し
た
。

36　
『
四
維
図
説
』「
衆
動
一
貫
訣
西
説
」
よ
り
。
底
本
は
津
市
図
書
館
稲
垣

文
庫
蔵
本
を
主
と
し
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
で
確
認
し
た
。

37　

前
掲
吉
田
忠
「
志
筑
忠
雄
―
独
創
的
思
索
家
」、
一
〇
五
〜
一
〇
六
頁
。

38　

François Valentyn: O
ud en nieuw

 O
ost-Indiën. Te D

ordrecht. B
y 

Joannes van B
raam

 ; Te A
m

sterdam
. B

y G
erard onder de Linden. 

1
7
2
4-2

6.
39　

拙
稿
「
志
筑
忠
雄
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
の
訳
出
と
そ
の
書
誌
」（『
雅
俗
』

第
一
二
号
、
二
〇
一
三
年
）、
三
七
〜
三
八
頁
。

40　

志
筑
忠
雄
に
は
「
飛
卿
」
と
い
う
字あ
ざ
な
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
自
身
を
晩

唐
の
詩
人
温
庭
筠
（
飛
卿
）
に
見
立
て
た
こ
と
が
窺
え
る
。
温
庭
筠
は
詩
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才
が
あ
り
な
が
ら
も
素
行
の
悪
さ
か
ら
官
職
に
就
け
ず
、
生
涯
野
に
あ
っ

た
人
物
で
あ
る
。
前
掲
拙
稿
「
志
筑
忠
雄
の
所
用
印
と
も
う
一
つ
の
字あ
ざ
な」、

一
二
頁
。

41　

Ｗ
・
Ｊ
・
ボ
ー
ト
は
「
鎖
国
論
」
を
読
み
解
き
、
志
筑
忠
雄
の
執
筆
動

機
に
つ
い
て
「
か
り
そ
め
に
彼
は
外
交
特
別
顧
問
に
立
候
補
し
た
、
と
い

う
ふ
う
に
で
も
読
み
取
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」と
述
べ
て
い
る
。「『
鎖

国
論
』か
ら
み
た
18
世
紀
の
世
に
お
け
る
日
本　

日
本
に
お
け
る
18
世
紀
」

（
前
掲
『
蘭
学
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
―
志
筑
忠
雄
』）、
八
〇
頁
。

42　

Engelbert K
aem

pfer: D
e beschryving van Japan, 

2 druk, 1
7
3
3.

43　

鳥
井
裕
美
子「
ケ
ン
ペ
ル
か
ら
志
筑
へ
―
日
本
賛
美
論
か
ら
排
外
的『
鎖

国
論
』
へ
の
変
容
―
」（『
季
刊　

日
本
思
想
史
』
第
四
七
号
、
一
九
九
六

年
）。
な
お
、
岩
崎
奈
緒
子
は
、
幕
府
に
対
す
る
平
戸
藩
松
浦
静
山
蔵
洋

書
の
貸
借
や
、
幕
閣
の
中
枢
に
あ
っ
た
若
年
寄
堀
田
正
敦
（
一
七
五
五
〜

一
八
三
二
）
と
静
山
と
の
私
的
な
繋
が
り
の
深
さ
と
い
っ
た
こ
と
か
ら
、

「
鎖
国
論
」
の
訳
出
を
、
ロ
シ
ア
の
通
商
要
求
を
受
け
る
必
要
が
無
い
こ

と
を
、
静
山
を
介
し
て
幕
府
に
提
言
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
志
筑
忠
雄
の

政
治
的
行
動
で
あ
る
と
憶
測
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
も
そ
も
志
筑
忠

雄
が
商
家
に
蟄
居
し
た
無
職
の
人
物
で
、
松
浦
静
山
か
ら
は
一
方
的
に
蘭

書
訳
出
の
命
が
下
る
だ
け
の
分
際
で
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
志
筑

側
か
ら
幕
府
や
平
戸
藩
に
対
し
て
積
極
的
に
政
治
的
な
働
き
か
け
を
企
図

す
る
こ
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。『
近
世
後
期
の
世
界
認
識
と
鎖
国
』（
吉

川
弘
文
館
、
二
〇
二
一
年
）、
二
二
二
〜
二
二
五
頁

44　

前
掲
拙
稿
「「
和わ

げ解
」
か
ら
「
翻
訳
」
へ
―Beschryvinge van het 

octant en deszelfs gebruik 

の
訳
出
に
見
る
本
木
良
永
と
志
筑
忠
雄
―
」、

七
八
頁
。

45　

拙
稿
「
志
筑
忠
雄
「
三
種
諸
格
」
の
資
料
的
研
究
」（『
鳴
滝
紀
要
』
第

二
八
号
、
二
〇
一
八
年
）、
一
三
頁
。

46　

底
本
は
日
本
学
士
院
蔵
本
を
使
用
。

47　

前
掲
拙
稿
「
志
筑
忠
雄
の
所
用
印
と
も
う
一
つ
の
字あ
ざ
な
」（『
文
彩
』
第

一
六
号
、
二
〇
二
〇
年
）、
一
二
頁
。

48　
「
二
国
会
盟
録
」
は
志
筑
忠
雄
の
口
述
を
福
岡
藩
士
安
部
龍
平

（
一
七
八
四
〜
一
八
五
〇
）
が
筆
記
し
て
成
稿
し
た
。
訳
述
の
契
機
は
、

ロ
シ
ア
使
節
レ
ザ
ノ
フ
の
長
崎
来
航
で
、
こ
の
事
件
を
受
け
、
ロ
シ
ア
と

の
新
た
な
国
際
関
係
の
樹
立
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
だ
ろ
う
日
本
の
遠
く

な
い
未
来
を
予
見
し
た
志
筑
忠
雄
は
、
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
条
約
に
着
目
し
、

平
戸
藩
楽
歳
堂
文
庫
の
プ
レ
ヴ
ォ
『
旅
行
記
集
成
』
蘭
語
版
（A

ntoine 
François Prévost d'Exiles: H

istorische Beschrijving der Reizen. 1
7
4
7-

6
1

）
を
底
本
に
関
係
部
分
を
訳
出
し
た
。
な
お
、ネ
ル
チ
ン
ス
ク
条
約
は
、

清
朝
中
国
が
、
ロ
シ
ア
と
の
国
境
画
定
の
た
め
に
、
ア
ジ
ア
初
の
経
験
と

な
る
近
代
国
際
法
に
基
づ
い
て
締
結
し
た
条
約
で
、
つ
ま
り
、
未
来
の
日

本
が
ロ
シ
ア
と
新
た
な
関
係
を
樹
立
す
る
局
面
を
迎
え
た
際
の
参
考
と
な

る
よ
う
情
報
提
供
を
試
み
た
仕
事
で
あ
っ
た
。
鳥
井
裕
美
子「『
鎖
国
論
』・

『
二
国
会
盟
録
』
に
見
る
志
筑
忠
雄
の
国
際
認
識
」（
前
掲
『
蘭
学
の
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
―
志
筑
忠
雄
の
世
界
』）、
拙
著
『
蘭
学
の
九
州
』（
弦
書
房
、

二
〇
二
二
年
）、
七
五
〜
七
六
頁
。
な
お
、
中
野
家
は
福
岡
出
身
と
す
る

見
解
（
松
尾
龍
之
介
「
志
筑
忠
雄
の
実
家
―
中
野
家
に
関
す
る
ノ
ー
ト
」

（『
洋
学
史
研
究
』
第
二
六
号
、
二
〇
〇
九
年
）
が
あ
り
、
少
な
く
と
も
レ

ザ
ノ
フ
来
航
の
際
、
実
家
中
野
家
の
前
に
福
岡
藩
の
警
固
が
置
か
れ
た
こ

と
か
ら
し
て
も
、
中
野
家
と
福
岡
藩
と
の
関
係
の
深
さ
が
示
唆
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
を
勘
案
す
る
と
、
志
筑
忠
雄
は
安
部
龍
平
を
通
じ
て
福
岡
藩
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で
読
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
「
二
国
会
盟
録
」
を
口
述
し
た
も
の
と
見

ら
れ
る
。

49　

死
亡
日
時
は
「
光
永
寺
過
去
帳
」
に
基
づ
い
た
。
古
賀
十
二
郎
『
長
崎

洋
学
史
』
上
巻
（
長
崎
文
献
社
、一
九
六
六
年
）、三
三
〇
頁
。
な
お
、「
己

酉
龍
太
書
上
由
緒
書
」（「
長
崎
通
詞
由
緒
書
」）に
は
七
月
九
日
と
あ
る
が
、

確
認
し
て
き
た
よ
う
に
、
信
頼
を
置
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

【
付
記
】 

本
稿
に
は
織
田
毅
氏
、
平
岡
隆
二
氏
と
の
議
論
か
ら
得
ら
れ
た
成

果
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
毎
度
の
こ
と
な
が
ら
、
両
氏
の
学

恩
に
心
よ
り
感
謝
し
ま
す
。


